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1 私たちが目指す「まちのビジョン」

ビジョン：瀬戸内しまなみから世界へ 夢が行き交うまちIMABARI
～みんなのふるさと、つむぐ未来～

総合計画との連動

第３次今治市総合計画でも「今
治の未来を育む、子育て世帯へ
の切れ目ない支援」や「移住・
定住の促進～ようこそ今治・お
かえり今治～」など子育て世代
への支援や移住促進施策を掲げ
ています。

今回の位置づけ

ビジョンの実現に向け、既に
様々な事業へ取組んでいますが、
出生数減少・転出超過の解消に
至っていません。
官民共創による新たなアイデア
を取り入れ、目標達成に近づく
ことを望んでいます。

めざす未来の姿

プロジェクト完了後、2030年度

の市内人口について「今治市人
口ビジョン」の独自推計にあた
る135,479人（社人研推計比
+1.1％）を達成し、2050年度の
人口10万人以上維持を目指しま
す。



2 官民共創で取り組みたい地域課題

課題の定義

子育て世代が移住・定住したい、
帰ってきたいと思える環境をつくりたい

子育て世代
（日本国籍・
出身不問）

ターゲット

市内全体
（旧町村地域
含む）

対象地域

2030年度人口
135,479人

(R7国調速報値
141,735人)

KPI

具体的に困っていること
①：市内出身の若者が市内に回帰（Uターン）していない
②：出生数が加速的に減少している
③：医療など業界によっては労働力不足に陥っている
④：税収の減少によりコミュニティ機能（公共交通など）が維持困難に
⑤：サービス不足により「住みたいまち」の魅力が減少

「住みたい田舎」から
「住みたくない田舎」になるのでは…！？



3 データで見る現状

2025年人口(※国調速報値)

141,735人
（前回(2020)比▲9,937人）

課題発生率

毎年

▲2,000人
（自然減▲1,800人、社会減▲200人）

経済的損失

2050年推計人口

99,915人
（2025年比▲29.5％）

タイムリミット

    （現状値・全国比 ）

（ 真・ ・   をここに 入）

    （ 来推計・解 イン クト）

（ 真・ ・   をここに 入）

※出典：今治市人口ビジョン



4 これまでの主な取組み

2021年
今治版ネウボ をスタート

子育て世帯の切れ目ないサポート、遊び場サテ
 イトの整備、ネウボ 拠点の整備構想策定

2023年
えひめ人口減少対策総合交付金の活用

県内最多のメニュー数活用、独自策としてワー
キン ツーリズムや島しょ部の通学支援を実施

2025年
住みたい田舎ベスト ンキン ４年連続４冠

子育て・教育・医療などの各分野で高評価、移
住施策も年々充実

課題：評価と異なる結果

✕ 出生数は５年間で約３割減少

✕ 若年層の止まらない大量転出

✕ 既存施策だけでは埋まらない理想像

✕ 真に求められる要素の調査不足

だからこそ今、民間の皆さんのアイデア・技術・ノウハウが必要です！







（2030年度供用開始予定）
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5 求めている共創 ートナー

共創テーマ：子育て世代の移住・定住促進

歓迎する技術

• 国・県（人口減少対策総合交付金以外）の補助金を
活用するもの（例：地域未来交付金など）

• 既存の地域資源を活用するもの
• 市が保有していない地域データの提供（例：特定の

指標に関する満足度 など）
• 転入超過と相関のある指標を活用した事業

求めないこと

• 移住・定住との接続がない単独の雇用対策事業
• 高齢者の健康増進などの人口減少抑制事業
• 多額の予算を必要とするもの



6 今治市の強み

国家戦略特区

・四国で唯一指定を受けており、60~70
項目の規制改革メニューを用意。

・実証実験に市の補助金を活用可能。
※民間主体、上限50万円

自然環境

・温暖で災害が少ない瀬戸内海式気候。
・世界有数の「多島美」を誇る。
・自然を活かした柑橘栽培や漁業が盛ん。

観光コンテンツ

・しまなみサイクリン 
・村上海賊などの歴史文化
・ＦＣ今治
・木のおもちゃ美術館
・ご当地 ルメ（焼豚玉子飯など）

雇用・労働

・造船、タオル、エネルギー分野など
売上高100億円以上の企業が二十数社
ある。

・平均通勤時間は約13分で全国平均の
約半分。

教育

・英語教育の推進、ふるさとキャリア
教育、デュアルスクール など
・市内の高校数は８校
・大学も立地（獣医学部）
・私立中学校、中等教育校の選択肢も

広報

・市政広報番組（民放・県内）
・LINE、Instagram、Xなど
・ポータルサイト：子育て、移住、
シティープロモーションなど
・PRTIMES



7 メッセージ（結び）

担当チーム紹介

尾﨑大輔
（課長補佐）

重松辰弥
（係長）

上甲健人
（主査）

「今治市は多くのポテンシャルを秘め
た地方都市です。人口減少対策として
全国に展開可能な「今治モデル」を、
是非一緒につくりましょう！」

問い合わせ先：総合政策部企画政策局市民が真ん中課 担当：尾﨑、重松、上甲
TEL: 0898-36-1503 Email: simingamannaka@imabari-city.jp
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